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第1６回　劣等感　
　（１）「どうせ僕なんか」
　   私は子どもの頃から劣等感をもっていたように思います。特に、思春期以後はずいぶん強
　く感じていました。
　　前にも書きましたが、私が生まれ育ったのは愛知県知多郡美浜町という所です。名古屋か
ら私鉄の特急で50分ほど南に行った海辺の町です。住んでいる人の多くは地域のお寺の檀
家であり、神社の氏子でした。私の両親もですが、まさに村社会全体が「人と違っている」と
いうことに対する寛容性が少ない中での子育てをしていたと思います。
　　ですから、いろいろな面で人と同じことが「できない」「しにくい」自分に対し、自然と劣
等感を募らせていたのだと思います。
　　昨年秋に行われた全国盲学校弁論大会で優勝した専攻科１年生の女子生徒は、弁論の中で
次のように言っています。
　「（前略）人から褒められても、素直にその評価を認められない後ろ向きなところもあります。　　　　　
　小学校低学年の私は、うまく箸を使えなかったので、２・３年ひたすら練習しました。その
かいあって、中学生の頃には、箸の使い方を褒められるまでになりました。しかし、今もお
米はバラバラしていて挟みにくく、こぼれます。（中略）食べ方を褒められても、それは相手が、　
目が見えない人は『箸を持っているだけですごい』という低い評価基準で見ているからだと
思ってしまいます。（後略）」
　　この方は、劣等感について語っているわけではありませんが、私はこの部分にひどく共感し
てしまいました。「人の振り見て我が振り直せ」ができない私は、「かっちゃんすごいな」と
言われても、「どうせ僕なんか」という負のスパイラルにはまっていくのでした。同調性の強
い田舎で育った私には、乗り越えにくい課題でした。
（２）「まあいいか」
　　大人になって、盲学校という場で働かせていただいているうちに、あまり劣等感を感じな
くなってきました。ありがたいことでした。しかし、これは「生ぬるい環境（他者との競合
よりも自分を高めることを求めるという意味で）に浸からせていただいていた」おかげなん
ですね。
　　劣等感に前向きに向き合い、克服するには、周囲の人の正しい評価・フィードバックが必
要だと思います。それも、繰り返し継続的に行う必要があります。子どもの頃から染みつい
たものを剥がすには時間と労力がかかるでしょうね。
　　「人と比べるからいけないんだ」という声が聞こえてきそうですね。人と比べて優劣を競
うということではなく、「人のしていることを知り、自分の行動を直す」ということです。
けっして「人と同じでいい」と言っている訳ではありません。
　　現在、70歳を前に、できないことが増えてきました。しかし、心は平安です。「人のふり
みて我がふり直せ」ということも少なくなりました。「できるようになった」なんてことはあ
りません。「まあいいか」と思えるようになったということです。しかし、集団で行動する時
などは、他の人の動きを教えてもらうようにしています。「わからないので教えてください」
とお願いすることも抵抗なくできるようになってきました。「今更かよ」と言われそうですが。
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